
今後発生の予測される自然災害について、その被害の及ぶ範囲、被害

の程度、避難場所などを示した『災害（被害）予測図』のことです。 

地震、津波、高潮、洪水、土砂災害、ため池、火山噴火、原子力など、

災害の種類に応じた災害予測図を行政が作成しています。 

【ハザードとは】 

 ・危険度合・範囲 

 ・危険の要因 

地図情報 

避難に 
関する情報 

ハザード 
情報 

ハザードマップ 

ハザードマップとは 



ハザードマップ作成の目的 

ハザードマップで被害の軽減、防災対策 

減 災 への取り組み 

大規模地震が発生するおそれ 

  ⇒ 予想は困難、未知の断層、周期的 

集中豪雨が頻発している 

  ⇒ 天気予報で予測し、水位を下げる対策は可能   

河川改修などのハード対策には限界がある 

  ⇒ 時間的要因と莫大な費用 

防災 



 これまでの浸水想定区域は、 河川整備の目標とする降雨（計画規模）を

基に作成していましたが、近年の度重なる災害を受けて、平成27年に

水防法が改正されました。 

 この改正では、施設で防ぎきれない大洪水は発生するものという考え方

に立ち、 想定しうる最大規模の降雨（想定最大規模）を基に浸水想定区

域を作成することになりました。 

洪水浸水想定区域の見直し 

想定最大規模 計画規模 

 河川整備の目標とする降雨のこと。 

 比較的発生頻度の高い降雨量を 

基に設定。 

 概ね50～100年程度に1回程度、

起こりうる大雨。 

 前回の洪水ハザードマップで表示。 

 想定しうる最大規模の降雨のこと。 

 発生頻度はきわめて低いが、 

  山陰地方の最大降雨量を基に設定。 

 概ね1,000年に１回程度、 

  起こりうる大雨。 

 今回の洪水ハザードマップで表示。 



河川名 
これまでの浸水想定区域 

（計画規模） 
今回見直された浸水想定区域 

（想定最大規模） 

日野川・法勝寺川 
日野川流域の 

48時間総雨量 246mm 

日野川流域の 

48時間総雨量 519mm 

中海 
斐伊川流域の 

48時間総雨量 399mm 
中海・宍道湖流域の 

48時間総雨量 505mm 

佐陀川・精進川 
佐陀川流域の 

2時間総雨量 114mm 
佐陀川流域の 

24時間総雨量 607mm 

加茂川・旧加茂川 
加茂川流域の 

1時間総雨量 63mm 
加茂川流域の 

48時間総雨量 724mm 

小松谷川 ― 
小松谷川流域の 

24時間総雨量 623mm 

宇田川 ― 
宇田川流域の 

1時間総雨量 65.3mm 

想定した降雨 日野川では約2倍の降雨を想定 



車尾観測所水位は、約7.8mまで
水位上昇し、堤防が決壊する可能
性がある水位（計画高水位：
5.71m）を、約2mも超過する 

車尾水位観測所 

日野川の場合 

出典：日野川水害タイムライン（平成30年度版）解説版 

今回見直された浸水想定区域（想定最大規模） 

これまでの浸水想定区域（計画規模） 



２．近年の洪水発生事例 



洪水 

内水氾濫や 
ため池決壊も… 

複数災害の 
同時発生 

ため池決壊 

内水氾濫 

土砂災害 

地震 

津波 

広島県熊野町 H30.7 

茨城県常総市 H27.9 熊本県益城町 H28.5 

愛媛県西予市 

宮城県宮古市 

東京都杉並区 

H28.6 

H26.6 

H23.3 



①堤防の決壊 （平成30年 岡山県 真備地区） 

 倉敷市真備町の小田川では堤防が決壊し、介護施設、病院、学校をはじめ

多数の家屋が浸水し、浸水深は最大で約5mに達したものと推定されます。 

写真出典：国土交通省 中国地方整備局 

堤防の決壊 



②アンダーパスの浸水（平成20年 栃木県） 

 道路や鉄道の下をくぐり抜けるように通っている「アンダーパス」は、

周辺の地盤より道路の高さが局所的に低いため、構造的に雨水が集中し

やすくなります。 

 鹿沼市では、集中豪雨により冠水したアンダーパスで車が立ち往生し、

運転者が死亡する被害が発生しています。 

アンダーパスの浸水 

写真出典：埼玉県HP 

冠水時 通常時 

かぬま 



③水路の増水（平成21年 兵庫県佐用町） 

 佐用町では、観測史上最大となる1時間

雨量89ミリに達し、河川氾濫などに

よって、死者・行方不明者20名を出し

ました。 

 このうち幕山地区では、 

町営住宅から近くの小学校に避難しよう

とした住民が、増水した用水路に巻き込

まれて、9名が犠牲になりました。 

提供：国土交通省関東地方整備局 

用水路 

小学校 

写真出典：神戸新聞 

町営住宅 

用水路の増水により 
避難途中に被災 

まくやま 



２．洪水への対策 



洪水への対策（1/3） 

 洪水を防ぐため、国や 

自治体では、様々な  

治水対策（ハード対策）

を実施しています。 

 しかし、治水事業が完成

するまでには、膨大な 

時間と費用を要します。 

 また、想定以上の規模の

災害が発生する可能性も

あり、人命や財産を守る

ためには、ハード対策だ

けでは、十分とは言えま

せん。 
出典：国土交通省 河川事業概要2007 

 



 

ハザードマップなどを活用した、 

 危険箇所や避難方法などに関する情報提供 

洪水に関する情報収集や伝達方法                          

を定め、早急な避難ができる                         

警戒避難体制の整備 

防災訓練・災害図上訓練 

主なソフト対策 

洪水への対策（2/3） 

「尊い人命を守るため」には、ハード対策と併せて、 

●住民の防災意識の向上 

●迅速かつ適切な災害情報の提供等 

 ソフト対策で総合的な災害対策を推進する必要があります。 

そこで、 



危険箇所や避難方法などの周知 

防災意識の向上 

速やかな防災体制の構築 

迅速な避難の実施 

災害に対するソフト整備による 

防災体制の確立 

洪水への対策（3/3） 



テレビやラジオなどで最新の気象情報、災害情報、避難情報

に注意し、危険を感じたら早めの避難をしましょう。 

インターネットで、リアルタイムの雨量・水位情報や、自治

体からの緊急情報を入手しましょう。 

あんしんトリピーメールに事前登録しておけば、外出先でも

災害・緊急情報などをメールで受け取ることができます。 

避難行動をとる目安となる様々な 

 情報を積極的に入手しましょう。 

 

避難のタイミング どんなときに避難するか？  1/2 



避難のタイミング どんなときに避難するか？  2/2 

米子市から発令される避難情報 

避難に時間を要す
る人（高齢者・障害
者・乳幼児など）と
その支援者は避難を
開始しましょう。 

その他の人は、 
避難の準備を整えま
しょう。 

避難指示 
（緊急） 

避難勧告 
避難準備・ 

高齢者等避難開始 

速やかに避難場所
へ避難しましょう。 

まだ避難していない
人は、緊急に避難場
所へ避難しましょう。 

※危険を感じたら、 

 避難勧告などを待たずに自主避難を！ 

 逃げ遅れによる被災が多くなっている。 



命を守る避難行動 

 洪水は「立退き避難」が基本！ 

被害が発生する前に、浸水想定区域の外にある

緊急避難場所などの安全な場所に避難する。 

 

どこに避難するか？ 2/2 

 逃げ遅れた場合には「屋内安全確保」を！ 

近くの丈夫な建物（鉄筋コンクリート造） 

自宅の２階以上（浸水深3m未満の場合） 

 

※自宅の周辺がすでに増水していたり、 

 夜間で視界が悪く、屋外に出るとさらに危険な場合。 



４．米子市洪水ハザードマップ 



洪水ハザードマップについて 

洪水時に避難する場所や、注意すべき箇所などを   

まとめたものです。 

災害は、いつ発生するか分かりません。       

いざという時に落ち着いて行動できるように、ハザード

マップを使って、家族や地域で話し合いましょう。 

災害時に危険となる場所はどこなのか？ 

どんなときに避難すれば良いのか？ 

どこに避難するのか？ 



今回作成するハザードマップ 

米子市西部 
（日野川以西） 

米子市東部・日吉津村 
（日野川以東） 

成実・尚徳地区 

 A1サイズ（841mm×594mm） 

 両面印刷（日野川で東西に分割） 

 縮尺1/20,000 



地図

１ 

それぞれの河川におけ

る浸水想定区域が重な

る場合には、浸水の深

い方を表示しています。 

浸水想定区域（想定最大規模）1/2 



地図

２ 浸水想定区域（想定最大規模）2/2 



地図

３ 避難時の危険箇所 

アンダーパスは、交差

する鉄道や道路の下を

通過するため、周辺の

地面よりも低くなって

おり、道路冠水に注意

が必要です。 

洪水と同時に注意が 

必要な災害として、 

土砂災害の危険箇所 

を記載しています。 



地図

４ 記載施設 
洪水時に利用可能な施設を 
掲載しています。 
浸水の状況によっては、 
「2階以上」などの 
利用条件がある施設も 
あります。 



どんなときに避難するか 避難のタイミング 
啓発情報

1 



啓発情報

２ どこに避難するか 状況に応じた避難行動 

想定される浸水の深さ

によって、避難行動は

異なります。 

このマップで、自分の

家で想定される浸水深

を確認し、避難方法を

考えましょう。 



啓発情報

２ どこに避難するか 状況に応じた避難行動 

災害発生時に備え、 
事前に内容を記載しておきましょう！ 

ハザードマップにはメモ欄を設けています。 



啓発情報

３ いざというときのために 大切なのは日頃の備え 



啓発情報

4 最新情報の入手先  



災害から命を守るためには、普段から自分の住んでいる地域に 

 「どのような災害が想定されているか」 

 「どのような避難行動をとれば良いか」 

 「どのタイミングで避難行動をとることが望ましいか」 

 を正しく知っておくことが重要です。 

【最後に】ハザードマップの活用について 

ハザードマップで、これらの情報を確認し、さらに･･･ 

 地域の避難訓練に参加する（コミュニティの形成＝共助） 

 実際に避難場所まで歩いてみる（夜間の避難も･･･） 

 高齢者等の要支援者の避難（市で災害時要援護者台帳の作成を進めて

いますが、災害時に最も早い支援となるのは近隣地域の支え合い） 

 大雨時の情報伝達（大雨で防災行政無線が聞こえない、停電も･･･） 



【最後に】ハザードマップの活用について 

ハザードマップを見る 

知識を得る 

状況を把握する 

訓練・シミュレーションする 

災害に備える 

活用する 


